
幸
福
を
予
感
さ
せ
る
。
シ
ベ
リ
ウ
ス
は
、
そ

の
時
の
こ
と
を
「
人
生
最
高
の
体
験
」と
つ

づ
っ
て
い
る
。

　

第
１
楽
章
の
楽
想
の
高
ま
り
を
、ブ
ロ
ム

シ
ュ
テ
ッ
ト
は
こ
と
さ
ら
に
強
調
す
る
の

で
は
な
い
。
賛
美
と
感
謝
が
あ
ふ
れ
出
る

よ
う
で
あ
り
、そ
の
温
か
さ
は
聴
く
者
の
心

に
伝
わ
る
。

　

交
響
曲
第
５
番
が
作
曲
さ
れ
、
改
訂
を

経
て
最
終
稿
が
完
成
す
る
ま
で
の
１
９
１

４
～
19
年
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
や
ロ
シ
ア

革
命
と
重
な
っ
て
い
る
。

白
鳥
た
ち
が
連
な
っ
て

飛
ぶ
さ
ま
を
思
わ
せ
る

第
３
楽
章
（
終
楽
章
）

は
、
本
来
は
世
界
が
そ

う
で
あ
る
べ
き
幸
福
を

表
す
の
だ
ろ
う
と
感
じ

ら
れ
る
。
ブ
ロ
ム
シ
ュ

テ
ッ
ト
は
、
柔
ら
か
く

右
手
を
動
か
し
、
大
ら

か
な
世
界
を
築
い
て
い

く
。
ま
さ
に
聖
な
る
響

き
と
感
じ
ら
れ
、
最
後

の
六
つ
の
和
音
の
強
奏

も
、温
か
み
を
失
わ
な
い
。

　

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー

ン
の
《
讃
歌
》
は
ま
ず
、

管
弦
楽
の
み
の
長
大
な

第
１
曲
「
シ
ン
フ
ォ
ニ

ア
」
の
生
気
あ
ふ
れ
る

演
奏
に
耳
を
奪
わ
れ
る

る
─
─
。
こ
の
10
月
は
、
そ
の
よ
う
に
思
わ

せ
る
よ
う
な
優
れ
た
音
楽
表
現
が
続
い
た
。

　

ま
ず
は
、
チ
ェ
コ
・
フ
ィ
ル
が
来
日
公
演

で
演
奏
し
た
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
交

響
曲
第
８
番
（
10
月
22
日
、
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル
）。
首
席
指
揮
者
・
音
楽
監
督
の
ビ

シ
ュ
コ
フ
が
と
っ
た
テ
ン
ポ
は
総
じ
て
遅

く
、
１
９
４
３
年
に
作
曲
さ
れ
た
作
品
の
持

つ
重
苦
し
さ
が
い
や
お
う
な
し
に
増
し
た
。

凍
り
つ
く
冷
た
さ
と
、人
の
ぬ
く
も
り
を
同

時
に
感
じ
さ
せ
る
第
１
楽
章
の
弦
楽
器
群

や
、
コ
ー
ル
ア
ン
グ
レ
の
ソ
ロ
が
聴
か
せ
る

深
い
歌
は
、
こ
の
楽
団
な
ら
で
は
と
感
じ
さ

せ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
、
チ
ェ
コ
・
フ
ィ
ル

が
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
な
の
か
。
１
９
６

８
年
の
民
主
化
の
際
、ソ
連
軍
を
中
心
と
し

た
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
軍
の
戦
車
に
蹂

躙
さ
れ
た
チ
ェ
コ
の
人
々
に
は
、
ソ
連
や
ロ

シ
ア
に
忌
避
感
が
あ
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

だ
が
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
（
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
ク
）生
ま
れ
で
、
１
９
７
５
年
に
米

国
に
移
住
し
た
ビ
シ
ュ
コ
フ
は
、
本
誌
10
月

号
掲
載
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
チ
ェ
コ
事
件

と
呼
ば
れ
る
こ
の
侵
攻
に
言
及
し
、「
チ
ェ

コ
・
フ
ィ
ル
に
は
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
は

決
し
て
異
質
な
も
の
で
は
な
い
」「
戦
時
中

の
ソ
連
の
市
民
と
似
た
よ
う
な
体
験
を
し

た
の
で
、
こ
の
音
楽
を
深
い
と
こ
ろ
で
理
解

し
て
い
る
の
で
す
」と
語
っ
て
い
る
。

多
義
的
に
と
れ
る
不
協
和
音

終
結
で
響
い
た
疑
問
の「
レ
」

　

第
３
楽
章
か
ら
第
４
楽
章
へ
の
移
り
行

き
で
、
身
震
い
す
る
。
フ
ォ
ル
テ
三
つ
の
テ

ィ
ン
パ
ニ
の
ロ
ー
ル
に
続
き
、
す
さ
ま
じ
い

不
協
和
音
が
爆
発
す
る
。
こ
の
音
は
、
多

義
的
に
解
釈
さ
れ
る
。
１
９
４
３
年
の
時

点
で
の
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
に
と
っ
て
は
、

戦
争
と
い
う
究
極
の
暴
力
の
表
現
だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
原
爆
を
生
み
出
し
、市
民

に
投
下
す
る
人
間
の
姿
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
あ
る
い
は
今
、
ど
ん
な
に
理
不
尽
で

正
義
に
も
国
際
法
に
も
反
し
て
い
な
が
ら
、

武
力
の
行
使
を
続
け
る
権
力
者
の
姿
と
重

ね
合
わ
せ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

不
協
和
音
は
、明
る
く
な
っ
た
第
５
楽
章
で

も
再
び
立
ち
現
れ
る
。

　

全
曲
の
終
結
部
は
、浄
化
と
と
れ
る
。
ハ

長
調
で
消
え
ゆ
く
よ
う
に
結
ば
れ
る
が
、ビ

シ
ュ
コ
フ
と
チ
ェ
コ
・
フ
ィ
ル
の
表
現
は
、

単
な
る
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
は
な
か
っ
た
。

普
通
な
ら
経
過
音
と
し
て
気
に
な
ら
な
い

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
レ
音
が
、
疑
問
を
さ
し
は

さ
む
か
の
よ
う
に
響
く
。
だ
が
、
そ
の
コ
ン

ト
ラ
バ
ス
も
、
最
後
は
ド
を
奏
で
る
。
ビ
シ

ュ
コ
フ
は
こ
の
終
結
に
つ
い
て
「
平
和
が
い

つ
か
訪
れ
る
夢
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
」と

語
っ
て
い
る
。

崩
壊
し
て
な
お
う
ご
め
く
権
力
者

教
会
風
の
鐘
か
ら
は
平
和
の
祈
り

　

日
本
フ
ィ
ル
は
、
首
席
指
揮
者
カ
ー
チ
ュ

ン
・
ウ
ォ
ン
の
指
揮
で
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ

チ
の
交
響
曲
第
11
番
《
１
９
０
５
年
》
を

演
奏
し
た
（
10
月
17
日
、サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー

ル
）。
こ
の
曲
は
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
で
皇
帝
の
軍
が
民
衆
に
発
砲
し
た
「
血

の
日
曜
日
事
件
」
を
題
材
と
し
て
い
る
が
、

震
撼
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
終
楽
章
の
後
半

で
、行
進
の
よ
う
に
前
に
進
む
音
楽
が
崩
れ

落
ち
る
場
面
だ
っ
た
。
こ
の
「
崩
壊
」の
た

だ
中
で
、弦
は
最
弱
音
で
第
１
楽
章
の
「
宮

殿
広
場
」の
主
題
を
弾
き
続
け
て
い
る
。
フ

ォ
ル
テ
が
消
え
、冒
頭
の
宮
殿
広
場
の
主
題

回
帰
と
分
か
る
恐
ろ
し
さ
。
演
奏
は
、
宮

殿
に
象
徴
さ
れ
る
権
力
が
不
気
味
に
沈
黙

し
、う
ご
め
く
様
を
如
実
に
表
し
た
。
ウ
ォ

ン
と
日
本
フ
ィ
ル
な
ら
で
は
の
表
現
で
あ

る
。

　

続
く
コ
ー
ル
ア
ン
グ
レ
の
ソ
ロ
は
心
に

沁
み
、
最
後
の
「
警
鐘
」は
、
教
会
風
の
鐘

で
鳴
ら
さ
れ
た
。
表
題
の
警
鐘
の
原
意
に

照
ら
せ
ば
、同
じ
月
の
都
響
の
演
奏
の
よ
う

な
、
鋭
く
、
金
属
的
な
響
き
が
ふ
さ
わ
し
い
。

だ
が
、
温
か
み
を
帯
び
た
音
に
よ
っ
て
、
最

後
は
く
し
く
も
平
和
の
祈
り
と
な
っ
た
。

白
鳥
飛
行
の
聖
な
る
響
き

「
崇
高
な
る
も
の
の
予
感
」

　

三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
各
２
日
間
か
ら

な
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
の
定
期
公
演
を
指

揮
し
た
の
は
、
ブ
ロ
ム
シ
ュ
テ
ッ
ト
で
あ
る
。

中
で
も
シ
ベ
リ
ウ
ス
の
交
響
曲
第
５
番
と
、

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
交
響
曲
第
２
番
《
讃

歌
》は
、
第
二
次
世
界
大
戦
や
東
西
冷
戦
と

い
っ
た
時
代
を
生
き
て
き
た
98
歳
の
マ
エ

文  

藤
盛
一
朗

「
夜
は
明
け
る
の
か
」と
い
う
問
い

　
　 

ブ
ロ
ム
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
示
し
た
光

（
10
月
18
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
）。
コ
ン
・
モ

ー
ト
の
指
示
通
り
、テ
ン
ポ
に
自
在
感
が
あ

り
、
実
に
流
れ
が
よ
い
。
そ
し
て
闇
の
中
の

悲
嘆
の
涙
が
歌
わ
れ
る
第
３
曲
の
向
こ
う

に
、
信
仰
者
の
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
と
ブ
ロ

ム
シ
ュ
テ
ッ
ト
は
、
神
を
見
て
い
る
。
初
演

は
、
バ
ッ
ハ
の
聖
地
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
ト

ー
マ
ス
教
会
。
バ
ッ
ハ
の《
マ
タ
イ
受
難
曲
》

と
同
じ
く
、《
讃
歌
》
の
作
曲
と
演
奏
に
は

礼
拝
の
面
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

楽
曲
の
詩
は
、
旧
約
聖
書
の
詩
篇
や
イ

ザ
ヤ
書
、
新
約
聖
書
の
パ
ウ
ロ
の
書
簡
を
一

部
を
変
え
て
編
ま
れ
て
い
る
。
第
６
曲
で

は
「
私
た
ち
は
闇
の
中
で
叫
ん
だ 

見
張
り

の
人
よ
、
夜
は
も
う
す
ぐ
明
け
る
の
か
」と

い
う
問
い
と
、「
朝
は
来
る
。
だ
が
、
ま
だ

夜
だ
」
と
い
う
答
え
の
や
り
取
り
と
な
る
。

そ
し
て
「
夜
は
過
ぎ
去
っ
た
」と
ソ
プ
ラ
ノ

が
歌
い
、第
７
曲
「
闇
の
行
い
を
脱
ぎ
捨
て
、

光
の
武
具
を
身
に
つ
け
よ
う
」の
讃
歌
、
そ

し
て
、「
夜
と
闇
を
光
と
曙
か
ら
分
け
ら
れ

た
主
に
感
謝
せ
よ
」と
い
う
第
８
曲
の
し
み

じ
み
し
た
讃
美
歌
へ
と
続
い
て
い
っ
た
。

　

ブ
ロ
ム
シ
ュ
テ
ッ
ト
が
自
伝
で
語
っ
た

言
葉
を
思
い
起
こ
す
。「
音
楽
は
崇
高
な
る

も
の
の
予
感
を
伝
え
る
」。
ブ
ロ
ム
シ
ュ
テ

ッ
ト
は
、
バ
ッ
ハ
を
模
範
に
、「
自
ら
を
誇

示
す
る
の
で
な
く
、
神
に
従
う
」信
条
を
語

っ
て
い
る
。
奇
跡
的
と
も
い
え
る
指
揮
活

動
は
、そ
こ
に
拠
り
所
が
あ
る
。
そ
し
て
聴

く
者
の
心
に
、温
か
な
希
望
の
光
を
灯
し
続

け
て
い
る
。

43

ス
ト
ロ
が
世
界
の
今
に
語
り
か
け
る
特
別

な
「
言
葉
」と
感
じ
ら
れ
た
。

　

シ
ベ
リ
ウ
ス
の
５
番
は
、
冒
頭
か
ら
、
特

別
な
空
気
が
醸
し
出
さ
れ
た
（
10
月
９
日
、

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
）。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

森
の
沼
地
。
ホ
ル
ン
は
、
早
春
の
陽
光
だ
ろ

う
。
続
く
木
管
の
調
べ
は
、
す
ぐ
さ
ま
白

鳥
を
連
想
さ
せ
る
。
温
か
な
そ
の
響
き
は
、

16
羽
の
白
鳥
が
自
分
の
上
を
旋
回
し
、「
き

ら
め
く
銀
の
リ
ボ
ン
の
よ
う
に
太
陽
の
も

や
の
中
に
消
え
て
い
っ
た
」時
の
作
曲
者
の

シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
交
響
曲
第
８
番
を
演
奏
す
る

ビ
シ
ュ
コ
フ
指
揮
チ
ェ
コ
・
フ
ィ
ル  ©

N
aoya Ikegam
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戦
争
に
よ
る
い
の
ち
の
破
壊
が
進
む
。

希
望
は
な
い
の
か
と
問
え
ば
、光
は
存
在
す

日
本
フ
ィ
ル
定
期
で
、
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
交
響
曲
第
11

番
第
４
楽
章「
警
鐘
」の
終
結
で
用
い
ら
れ
た
教
会
風
の
鐘

（
提
供
：
日
本
フ
ィ
ル
、
ゲ
ネ
プ
ロ
時
に
撮
影
）
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